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ISAP 2016が開催されました 

7月 12日～13日にパシフィコ横浜

国際会議センターで ISAP2016が開

催されました。 

ISAPとは、国際的に活躍する専門

家や企業、政府、国際機関、NGO

関係者が一堂に会し、持続可能な

開発についてアジア太平洋地域の

視点から議論を行う国際フォーラ

ムです。Y-PORTセンターの一員で

ある（公財）地球環境戦略研究機

関（IGES）と国連大学サステイナ

ビリティ高等研究所が開催してお

り、今年で 8回目になります。 

昨年、国際社会で合意された「持

続可能な開発のための 2030アジェ

ンダ」や、「パリ協定」を、国際

社会、国家、地方・地域レベルで

効果的に実施していくための方策

について議論を行い、持続可能な

社会に向けたアクションを促しま

した。パネルディスカッションに

は、横浜市からは野村温暖化対策

統括本部長が登壇し、横浜の様々

なステークホルダーと連携したま

ちづくりについて発信しました。 

（パネルディスカッションの様子） 

シンガポール政府主催｢世界都市

サミット｣で横浜の取組を発信 

7月 10～12日に、シンガポール政

府主催「世界都市サミット」の

「港湾の未来と都市の関係」会合

に平原副市長が出席しました。 

世界都市サミットは、世界各国の 

リーダー、自治体の首長、専門家、 

家、企業の代表などが一堂に会し、 

｢住みやすく持続可能な都市」をテ

ーマに、都市が抱える課題につい

て、解決策の議論や情報交換を行

う国際会議です。住みやすく活気

があり持続可能な都市創造に顕著

な貢献をした都市に贈られる「リ

ー･クワンユー世界都市賞」の受賞

セレモニーが２年に一度、行われ

ており、横浜市は、2014年に市民

や事業者と協力して取組を進めた

みなとみらい 21事業や港北ニュー

タウン事業、G30計画の実績など

が評価され、受賞しました。 

今回の会合では、2014年の受賞で

注目された本市のまちづくりの実

績と、これを土台にした都市再生

と課題解決の取組について参加者 

と共有し、世界へ発信しました。 

 

(ネットワーキング ミーティングの様子） 

ネパール地震復興支援に関す

る覚書を締結しました 

ネパール連邦民主共和国で平成

27年４月25日に発生した地震に

よって、同国の首都・カトマン

ズ市をはじめとする多くの地域

で、公共建築物、歴史的建築

物、民間住宅などが被害を受け

ました。本市では、昨年７月

に、職員を現地に派遣して復興

支援に向けた調査を実施し、今

年３月には、カトマンズ市職員

を招いて公共建築物の耐震対策

などをテーマとした技術研修を

行いました。 

このたび、横浜市技術職員（建

築職）等を現地に派遣し、カト

マンズ市技術職員向けの研修、

被害建築物の耐震診断・助言等

を行うとともに、震災復興を継

続的に支援するための覚書を横

浜市（建築局、国際局）とカト

マンズ市、シティネット横浜プ

ロジェクトオフィスの間で締結

しました。 

 

 
(覚書締結の様子) 
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【「港湾の未来と都市の関係」会合でのスピーチとパネルディスカッション】 

 


